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2

令和元年12月定例会  17日間の会期で開催
令和元年第4回飛騨市議会定例会を11月25日から12月11日までの会期で開催し、補正予算や条例改正、指定
管理者の指定など26議案、報告1件、すべて全会一致で可決・承認しました。
一般質問は2日間で9人の議員が登壇し、今任期、最後の一般質問を行いました。また、閉会日には、各常任委員
長・特別委員長が令和元年の委員会調査報告を行い、12月定例会を閉会しました。

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
館

　

�

一
般
社
団
法
人　

飛
騨
市
観
光

協
会（
古
川
町
殿
町
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

ぬ
く
森
の
湯
す
ぱ
ー
ふ
る

　

株
式
会
社　

飛
騨
ゆ
い

�

（
古
川
町
壱
之
町
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

古
川
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

　

株
式
会
社　

飛
騨
ゆ
い

�

（
古
川
町
壱
之
町
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

神
岡
広
域
総
合
交
流
促
進
施
設
、
流

葉
自
然
休
養
村
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
、
流
葉
自
然
休
養
園
コ
テ
ー
ジ

　

緑
風
観
光
株
式
会
社（
大
阪
市
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

●��

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
岐
阜
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
か
ら
中
濃
地
域
・
東
濃
・
飛
騨

農
業
共
済
事
務
組
合（
３
組
合
）が

脱
退
す
る
こ
と
に
関
し
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

●�

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

12
月
６
日�

専
決
第
２
号�

報
告

律
の
施
行
に
伴
い
飛
騨
市
の
関

係
す
る
条
例
の
改
正
を
行
う
。

●��

飛
騨
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

条
例
の
一
部
改
正

　

�

和
光
園
の
新
築
移
転
に
伴
い
所

在
地
の
変
更
を
行
う
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ロ
ス
ト
・
ラ
イ
ン
・
パ
ー
ク

　

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

神

岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

（
神
岡
町
東
雲
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園

　

�

社
会
福
祉
法
人　

吉
城
福
祉
会

�

（
古
川
町
若
宮
）

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

山
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

飛
騨

市
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
え
る

会（
神
岡
町
山
田
）

　

令
和
３
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

桜
ヶ
丘
体
育
館
、
釜
崎
社
会
体
育

館
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
神
岡
、
坂

巻
公
園
野
球
場

　

M
A
S
K（
神
岡
町
船
津
）

　
�

令
和
５
年
３
月
ま
で
の
３
年
間

朝
開
町
農
産
物
直
売
施
設

　

地
場
産
市
場
ひ
だ
合
同
会
社

�

（
古
川
町
朝
開
町
）

首
・
林
・
牧
戸
）の
統
合
を
行
う
。

●��

飛
騨
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

●��

飛
騨
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

�

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
飛
騨

市
職
員
・
任
期
付
職
員
の
給
与

改
正
を
行
う（
２
件
）

●� �

飛
騨
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●��

飛
騨
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

●��

飛
騨
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

�

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
、
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
改
正
を

行
う（
３
件
）

●��
飛
騨
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

�

地
方
公
務
員
法
の
改
正
、
宿
泊

料
の
支
給
区
分
の
見
直
し
等
に

伴
い
改
正
を
行
う
。

●��

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

�

成
年
被
後
見
人
に
関
係
す
る
法

令
和
元
年
度

�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

�

１
３
７
７
万
円
の
減
額

※
追
加
上
程

�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

�

４
０
０
０
万
円
の
増
額

　

補
正
後
の
予
算
額

�

２
０
２
億
３
７
２
８
万
円

※�

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
補
助
事
業
採

択
の
関
係
で
追
加
上
程

特
別
会
計
補
正
予
算（
４
件
）

●��

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

�

（
事
業
）２
４
６
万
円
の
増
額

�

（
直
診
）１
０
７
万
円
の
増
額

●��

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
２
号
）

�

２
０
２
２
万
円
の
減
額

●��

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

�

２
４
１
万
円
の
増
額

●��

給
食
費
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
１
号
）

�

９
万
円
の
増
額

事
業
会
計
補
正
予
算（
１
件
）

●��

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

�

（
第
２
号
）

�

●��

飛
騨
市
行
政
区
等
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

�

宮
川
町
で
行
政
区（
岸
奥
・
野

◆�

予
算
関
係�

７
件

◆�

条
例
関
係�

９
件

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定�

９
件

◆�

そ�

の�

他�

２
件



み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
を
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

◆ 

青
垣
農
林
部
長

　

②
地
域
の
協
力
を
得
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

が
あ
る
。
こ
の
地
を
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
散
策
路
の
整

備
、野
外
活
動
、将
来
キ
ャ
ン

プ
場
が
で
き
る
よ
う
な
目
に

見
え
る
広
葉
樹
の
森
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

①
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
は
、
広
葉
樹
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
森
林
資

源
が
新
た
な
経
済
循
環
を
生

　
◆ 

都
竹
市
長

　

①
飛
騨
市
の
あ
り
た
い
姿

を
３
つ
の
方
向
性
に
ま
と
め

て
策
定
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
楽
し
く
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
掲

げ
「
元
気
な
飛
騨
市
づ
く

り
」「
あ
ん
き
な
飛
騨
市
づ
く

り
」「
誇
り
の
も
て
る
飛
騨
市

づ
く
り
」を
政
策
の
３
本
柱

と
し
て
ま
と
め
、
財
政
の
安

定
化
を
図
っ
て
実
現
し
た
い
。

ま
た
、
国
に
よ
っ
て
示
さ
れ

　

①
飛
騨
市
総
合
政
策
指
針

（
素
案
）
の
方
向
性
と
計
画

期
間
内
に
お
け
る
大
規
模
事

業
の
整
備
は
。

　

②
政
策
の
実
現
に
向
け
て

財
政
の
見
通
し
、
重
要
な
課

題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

　

①
本
年
10
月
２
～
３
日
に

「
姉
妹
森
」
協
定
を
結
ん
で

い
る
北
海
道
の
中
川
町
を
訪

問
さ
れ
た
結
果
も
踏
ま
え
、

飛
騨
市
に
お
け
る
広
葉
樹
を

活
用
し
た
産
業
・
ま
ち
づ
く

り
を
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

　

②
高
野
地
区
の
千
本
桜

夢
公
園
の
上
に
は
広
葉
樹
、

針
葉
樹
が
混
在
し
た
市
有
林

て
い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」と
国
連
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
落
と
し
込
み
整
合
性
を

保
つ
形
に
し
た
。

　

大
規
模
事
業
と
し
て
壱
之

町
の
無
電
柱
化
、
古
川
町
屋

内
運
動
場
、
高
野
地
内
の
農

産
物
直
売
場
の
移
転
新
築
等

計
画
し
て
い
る
。

　

②
財
政
見
通
し
は
、
決
算

ベ
ー
ス
で
作
成
し
た
。
業
務

の
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
等
積
極
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
市
債
の
発
行
を

抑
制
し
て
い
き
た
い
。
最
大

の
懸
案
事
項
で
あ
る
機
能
が

重
複
し
、
か
つ
老
朽
化
し
た

施
設
の
売
却
等
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

全
国
58
の
自
治
体
に
議
員

の
兼
職
・
兼
業
に
つ
い
て
調

べ
た
結
果
、
指
定
管
理
施
設

等
に
関
与
す
る
議
員
は
一
人

も
い
な
い
。
奨
励
す
る
の
は

飛
騨
市
の
み
。
多
く
の
自
治

体
か
ら
二
元
代
表
制
の
維
持

と
倫
理
面
で
疑
問
の
声
を
聞

く
。
①
指
定
管
理
の
古
川
ま

つ
り
会
館
と
他
５
施
設
の
公

募
は
②
飛
騨
市
観
光
協
会
は
、

ま
つ
り
会
館
に
置
く
べ
き
③

味
処
古
川
、
飛
騨
の
森
で
ク

マ
は
踊
る
の
会
計
委
託
先
は

飛
騨
ゆ
い
と
同
じ
飛
騨
会
計

事
務
所
で
は
④
味
処
古
川
の

監
査
請
求
の
監
査
メ
ン
バ
ー

は
？
⑤
代
表
監
査
委
員
が
監

査
で
き
な
い
事
は
異
常
で
市

の
任
命
責
任
が
問
わ
れ
る
⑥

森
議
員
は
今
も
都
竹
後
援
会

副
会
長
か
⑦
味
処
古
川
、
飛

騨
ゆ
い
以
外
で
の
市
議
の
関

与
の
情
報
が
あ
る
が
？

　
◆ 

都
竹
市
長

　
◆ 

福
田
代
表
監
査
委
員

　
◆ 

御
手
洗
理
事
兼
企
画
部
長

　

①
ま
つ
り
会
館
は
飛
騨
市

観
光
協
会
の
み
で
、他
５
施
設

は
従
来
と
同
様
に
地
元
業
者

②
そ
の
方
向
で
検
討
中
③
３

事
業
所
と
も
会
計
先
は
、飛
騨

会
計
事
務
所
④
委
員
は
民
間

と
議
会
か
ら
各
１
名
。
味
処

古
川
の
会
計
委
託
先
が
福
田

氏
の
飛
騨
会
計
事
務
所
の
為
、

利
害
関
係
に
あ
り
議
会
選
出

の
澤
委
員
が
一
人
で
対
応
。

⑤
福
田
氏
に
は
代
表
監
査
委

員
を
長
年
お
願
い
し
て
い
る

⑥
今
も
私
の
後
援
会
副
会
長

⑦
市
は
情
報
を
得
て
い
な
い
。

く
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
」
を
②
和
佐
府
林
道
の
早

期
復
旧
を
③
数
河
高
原
に
ク

ア
オ
ル
ト
「
白
樺
の
小
径

コ
ー
ス
」
を
④
早
期
に
数
河

緑
地
広
場
の
赤
土
グ
ラ
ン
ド

を
人
工
芝
に
⑤
運
営
費
を
考

え
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
は
有
料
に
。

　
◆ 

谷
尻
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
◆ 

青
木
基
盤
整
備
部
長

　

10
月 

洞
口
・
徳
島
議
員

と
山
口
県
岩
国
市
他
６
自
治

体
訪
問
。
11
月 

山
形
県
上

山
・
長
井
市
と
観
光
庁
等
観

光
振
興
と
議
員
の
兼
職
・
兼

業
に
つ
い
て
視
察
。
上
山
市

の
ク
ア
オ
ル
ト
体
験
や
周
南

市
の
芝
桜
の
有
料
化
等
「
稼

ぐ
観
光
」
を
ヒ
ン
ト
に
提
案

①
山
之
村
に
「
ペ
ッ
ト
と
歩

　
◆ 

清
水
商
工
観
光
部
長

　

①
地
元
お
よ
び
観
光
課
と

連
携
を
図
り
、
推
進
す
る
。

②
早
期
着
工
に
努
め
夏
休
み

前
に
全
面
開
通
を
目
指
す
。

③
地
域
の
特
性
を
十
分
活
か

し
推
進
し
た
い
④
利
用
者
か

ら
の
多
様
な
要
望
か
ら
慎
重

に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
、
来
年
度
の
予
算
化
は

困
難
⑤
ふ
る
さ
と
納
税
が
好

調
で
も
あ
り
、
今
後
も
入
館

料
は
無
料
。

3

一般質問

問答

問答

指
定
管
理
施
設
の
全
国
公
募
状
況
と
市
民
団
体

か
ら
の
味
処
古
川
の
監
査
請
求
に
つ
い
て

飛
騨
市
総
合
政
策
指
針（
素
案
）の
方
向
性
と
実

現
に
つ
い
て

市
外
か
ら
の
応
募
は
な
い
。
利
害
関
係
に
あ
る

福
田
代
表
監
査
委
員
は
監
査
で
き
な
い

５
年
後
の
飛
騨
市
の
あ
り
た
い
姿
を
３
つ
の
方
向
性

に
ま
と
め
て
財
政
の
安
定
化
を
図
り
実
現
し
た
い

問答
広
葉
樹
を
活
用
し
た
産
業
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

長
期
的
視
野
に
立
ち
森
林
資
源
が
地
域
の
新
た
な

経
済
循
環
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い

野村　勝憲 議員

森　　　要 議員

問答
山
之
村
・
数
河
高
原
は
じ
め
、地
域
に
新
し
い
光
を

あ
て
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
地
域
振
興
に
つ
い
て

健
康
・
環
境
・
観
光
の
三
本
柱
を
ベ
ー
ス
に
地

域
振
興
の
特
性
を
活
力
に
推
進
し
た
い



進
ん
で
い
る
の
か
。
柔
軟
に

購
入
希
望
者
に
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

旧
町
村
の
退
職
職
員
の
力

を
借
り
て
、
財
産
台
帳
登
録

漏
れ
の
早
期
解
決
を
図
る
べ

は
な
い
の
か
。
臨
機
応
変
に

対
応
す
る
と
言
う
が
、
弥
縫

策
を
講
じ
て
い
る
の
に
過
ぎ

な
い
の
で
は
。

　

◆ 

都
竹
市
長

　

自
主
財
源
の
少
な
い
当
市

か
。
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
方
式
を
と
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

　

◆ 

都
竹
市
長

　

◆ 

沖
畑
教
育
長

　

学
校
で
は
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
授
業
を

推
進
し
て
、
多
様
な
見
方
・

　

普
通
財
産
の
土
地
売
却
は

　

今
の
地
方
交
付
税
が
続
く

事
を
念
頭
に
置
い
て
の
総
合

政
策
指
針
の
財
政
で
あ
る
が
、

日
々
世
の
中
の
情
勢
が
変
わ

る
昨
今
、
大
丈
夫
な
の
か
。

人
出
不
足
に
対
し
て
悠
長
で

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
を
国
連
加
盟
国

全
て
が
賛
同
し
て
い
る
。
指

針
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
も
自
由
な
発
想
を
持
て

る
子
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
現
場
で
は
ど
う
だ
ろ
う

き
で
は
。

　
◆ 

泉
原
総
務
部
長

　

不
要
な
財
産
を
手
放
し
た

が
る
傾
向
が
強
ま
り
、
土
地

購
入
者
は
少
な
い
。
ル
ー
ル

は
堅
持
し
つ
つ
可
能
な
限
り

柔
軟
に
対
応
す
る
。
時
間
的

に
も
労
力
的
に
も
限
界
が
あ

り
、
上
司
が
若
手
職
員
に
対

し
て
適
切
な
助
言
指
導
を
行

え
る
よ
う
な
組
織
体
制
を
構

築
す
る
。

は
国
の
安
定
的
な
地
方
財
政

制
度
の
維
持
を
訴
え
続
け
る

し
か
な
い
。
弥
縫
策
と
言
え

ば
弥
縫
策
で
は
あ
る
が
、
現

場
主
義
を
貫
い
て
い
く
事
が

弥
縫
策
を
防
ぐ
担
保
に
な
る

と
考
え
る
。

考
え
方
に
出
会
い
、
考
え
方

を
深
め
る
授
業
の
工
夫
を
し

て
い
る
。
私（
市
長
）は
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
方
式
だ

と
思
っ
て
い
る
。
数
値
目
標

値
を
掲
げ
て
、
そ
こ
に
向
か

う
の
で
は
な
く
、
目
指
す
姿

を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
事

だ
と
思
う
。
就
任
以
来
、
市

の
職
員
に
は
言
っ
て
い
る
。

元
で
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

伺
う
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

国
会
で
は
、
超
党
派
の
天

文
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
議
員
連
盟

化
が
図
ら
れ
た
。
２
期
目
を

め
ざ
す
に
あ
た
り
、
基
本
的

な
方
針
を
伺
う
。

　

ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

計
画
推
進
期
成
同
盟
を
発

足
し
、
官
民
一
体
で
国
に
ア

ピ
ー
ル
や
要
望
を
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
見
通
し
や
、
地

　

都
竹
市
長
就
任
以
来
、
４

年
間
飛
騨
市
に
一
体
感
が
醸

成
さ
れ
、
結
果
と
し
て
活
性

　

市
民
と
病
院
が
連
携
し
、

支
え
て
い
る
市
民
病
院
が
国

の
医
療
費
抑
制
は
急
務
と
は

い
え
、
医
療
実
態
を
無
視
し
、

唐
突
に
病
院
名
を
発
表
し
た

や
り
方
は
、
あ
ま
り
に
も
乱

暴
。
市
長
は
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
対
応
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

自
治
体
病
院
の
多
く
は
民

間
病
院
で
は
経
営
が
成
り
立

た
な
い
山
村
、離
島
の
へ
き
地
、

不
採
算
地
区
に
お
い
て
、住
民

に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、病
院
の
使
命
や
地
域

の
実
情
を
一
切
考
慮
し
な
い

や
り
方
に
、直
接
厚
労
省
に
抗

が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
文

科
省
、
財
務
省
に
お
い
て
は
、

飛
騨
市
の
取
り
組
み
に
大
変

関
心
を
示
さ
れ
た
。

　

４
万
本
が
造
ら
れ
る
光
電

子
増
倍
管
の
保
管
場
所
を
提

供
す
る
事
や
ヤ
ー
ド
造
成
の

た
め
に
県
道
付
け
替
え
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

三
つ
の
柱
、
対
話
と
協
働
、

交
流
と
連
携
、
挑
戦
と
前
進

を
基
本
と
し
て
、
総
合
政
策

指
針
に
基
づ
き
具
現
化
し
て

い
き
た
い
。

答

議
し
て
い
る
。
病
床
数
を
適

正
化
し
機
能
の
連
携
を
図
る

地
域
医
療
構
想
は
、都
道
府
県

が
責
任
を
も
っ
て
進
め
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、岐
阜
県
か
ら

は
議
論
の
結
果
を
踏
ま
え
た

各
病
院
の
判
断
を
尊
重
す
る

と
の
回
答
を
得
た
。

　

介
護
医
療
院
へ
の
転
換
を

計
画
中
の
老
人
保
健
施
設
た

か
は
ら
と
の
役
割
分
担
の
調

整
を
進
め
、
将
来
を
見
据
え

た
適
正
な
病
床
数
の
在
り
方

に
つ
い
て
来
年
度
中
に
計
画

を
ま
と
め
た
い
。

4

一般質問

問答

問答

飛
騨
市
民
病
院
の
再
編
・
統
合
報
道
に
つ
い
て

市
有
地
を
完
全
に
把
握
し
て
い
る
の
か

岐
阜
県
と
連
携
し
、
病
院
が
担
う
役
割
を
明
確

に
し
て
い
く

不
本
意
で
あ
る
が
、
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状

問答
飛
騨
市
総
合
政
策
指
針
に
対
し
て
ま
さ
か
の
時

の
代
替
案
は
あ
る
の
か

財
政
調
整
基
金
の
60
億
円
を
確
保
し
想
定
外
に

備
え
る

問答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
と
ど
の
よ

う
に
や
っ
て
い
く
の
か

「
共
感
」を
醸
成
し
得
ら
れ
る
事
が
大
切
で
あ
る

問答
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
計
画
の
対
応
は

光
電
子
増
倍
管
の
保
管
場
所
や
県
道
付
け
替
え

等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

問答
次
期
出
馬
に
向
け
て
の
基
本
方
針
を
伺
う

対
話
と
協
働
・
交
流
と
連
携
・
挑
戦
と
前
進
の

基
本
姿
勢
を
堅
持
す
る

葛谷　寛徳 議員

高原　邦子 議員



も
、
委
託
先
で
運
転
手
が
い

な
い
と
言
わ
れ
、
手
の
打
ち

よ
う
が
な
い
。
こ
れ
が
現
状

で
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
高

齢
化
も
あ
る
。
か
ね
て
か
ら

懸
案
の
古
川
神
岡
間
に
お
け

る
深
夜
帯
の
予
約
型
運
行
に

つ
い
て
も
、
相
当
な
思
い
を

入
れ
て
議
論
し
て
い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
が
一
番
動
く
時

間
帯
に
人
員
が
割
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
難
色
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
今
の
飛
騨

市
の
公
共
交
通
の
利
便
性
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
細
か

い
部
分
ま
で
行
き
つ
け
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。

一
定
数
あ
る
。
こ
れ
か
ら
高

齢
者
の
免
許
返
納
が
増
え
る

と
J
R
が
無
い
神
岡
地
域

は
路
線
バ
ス
が
さ
ら
に
重
要

に
な
る
。
予
約
型
の
デ
マ
ン

ド
運
行
を
含
め
地
域
間
を
結

ぶ
公
共
交
通
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
？

　
◆ 

都
竹
市
長

　

公
共
交
通
に
取
り
組
ん
で

い
く
中
で
一
番
の
問
題
は
、

人
手
不
足
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
望
ま
れ
る
よ
う
な
路
線
の

設
定
な
ど
を
行
お
う
と
し
て

い
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
料

金
表
が
古
い
ま
ま
な
ど
更
新

が
遅
い
。
リ
ン
ク
切
れ
等
も

度
々
あ
り
信
頼
性
が
薄
い
。

　

①
掲
載
内
容
は
ど
こ
で
作

成
し
確
認
し
て
い
る
の
か
？

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

は
ど
こ
が
責
任
を
も
っ
て
対

応
し
て
い
る
の
か
？

　

③
更
新
が
必
要
な
場
合
は

　

飛
騨
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
使
い
勝
手
が
悪
い
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
公
共

施
設
を
利
用
し
よ
う
と
連
絡

先
を
探
し
て
も
表
示
さ
れ
な

　

濃
飛
バ
ス
か
ら
路
線
バ
ス

の
減
便
に
つ
い
て
通
知
が

あ
っ
た
。
古
川
21
時
15
分
発

神
岡
行
の
最
終
便
。
神
岡
富

山
間
は
往
復
４
便
、
神
岡
平

湯
間
は
合
計
４
便
が
無
く

な
る
。
以
前
、
深
夜
の
運
行

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
き
に
、

事
業
に
影
響
な
い
範
囲
で
あ

れ
ば
、
飛
騨
市
公
共
交
通
で

運
行
を
す
る
こ
と
に
反
対
し

な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

早
朝
深
夜
は
猪
谷
方
面
も
高

山
方
面
も
高
校
生
の
利
用
が

ど
こ
の
責
任
で
行
う
の
か
？

　
◆ 

御
手
洗
理
事
兼
企
画
部
長

　

①
担
当
課
が
作
成
し
、
内

容
を
精
査
し
た
上
で
、
秘
書

広
報
課
で
最
終
確
認
を
し
て

い
る
。

　

②
全
体
の
管
理
は
秘
書
広

報
課
。
各
部
局
の
ペ
ー
ジ
は

各
部
局
の
責
任
。

　

③
更
新
は
担
当
課
で
修
正
、

追
加
、
削
除
を
行
い
、
秘
書

広
報
課
の
方
で
最
終
的
な

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　
◆ 

柚
原
市
民
福
祉
部
長

　

①
第
３
期
飛
騨
市
地
域
福

祉
計
画
に
「
生
活
困
窮
者
支

援
の
推
進
と
子
ど
も
の
貧
困

対
策
」
を
掲
げ
、
ひ
と
り
親

家
庭
応
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
事
業
の
実
践
と
検
証

を
繰
り
返
し
施
策
の
体
系
が

で
き
る
段
階
で
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
計
画
」
を
検
討
し

た
い
。

　

②
保
育
士
、
教
員
、
保
健

　

働
き
方
改
革
の
一
つ
に

「
多
様
な
働
き
方
の
実
現
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
と
い
う
働
き
方
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

本
来
の
勤
務
地
か
ら
離
れ
、

　

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
多
方

面
の
声
を
聞
き
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、

施
策
に
反
映
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
現
在
子
ど
も
食
堂
が

民
間
を
含
め
複
数
箇
所
開
設

さ
れ
て
い
る
が
、
孤
食
の
お

年
寄
り
な
ど
が
集
え
る
み
ん

な
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。
①
子

ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
策
定

に
つ
い
て
②
子
ど
も
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
③

自
宅
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
で
仕
事
を
す
る
こ
と

で
人
材
や
時
間
の
有
効
活
用

が
で
き
る
。
市
と
し
て
の
認

識
と
、
事
業
者
等
に
積
極
的

に
周
知
し
、
導
入
補
助
金
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
あ
る

か
。
①
市
と
し
て
の
取
組
み

に
つ
い
て
②
事
業
所
者
へ
の

周
知
と
導
入
補
助
に
つ
い
て

　
◆ 

泉
原
総
務
部
長

師
等
の
専
門
知
識
を
持
ち
、

寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る

職
員
配
置
や
社
会
福
祉
法
人

へ
の
委
託
を
検
討
し
た
い
。

　

③
夜
間
の
食
事
提
供
は
２

カ
所
あ
る
が
、神
岡
町
の「
み

ん
な
食
堂
」
は
３
歳
未
満
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
さ
れ
、

共
生
型
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
地
域
で
居
場

所
の
提
供
や
学
習
支
援
を
お

願
い
で
き
る
団
体
や
個
人
に

は
「
み
ん
な
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
」
で
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

答

　
◆ 

清
水
商
工
観
光
部
長

　

①
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
職
員
研

修
を
実
施
し
、そ
の
結
果
、テ

レ
ビ
会
議
の
導
入
・
振
興
事

務
所
な
ど
サ
テ
ラ
イ
ト
勤
務

の
ト
ラ
イ
ア
ル
・
モ
バ
イ
ル

の
活
用
を
す
で
に
導
入
し
て

い
る
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
導
入
を
進
め
て
い
き

た
い
。
②
「
女
性
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
社
会
進
出
促
進
補

助
金
」を
活
用
し
多
様
な
働

き
方
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

5

一般質問

問答

問答問答

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を

進
め
る

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

運
行
事
業
者
の
人
手
不
足
解
消
が
必
要

問答
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
に
つ
い
て

各
種
事
業
の
実
践
と
検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」を
検
討
す
る

住田　清美 議員

前川　文博 議員

飛
騨
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て



立
ち
あ
が
り
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
拡
大
す
る
な
ど
確
実

に
新
た
な
取
り
組
み
が
芽
生

え
、
活
動
を
拡
大
す
る
団
体

が
出
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
各
団
体
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
差
が

あ
る
為
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
不
十
分
と
感
じ
ら

れ
る
団
体
に
つ
い
て
の
審
査

が
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
事
業
４
年
目
を
迎

え
、
申
請
件
数
が
減
少
し
て

い
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
、

５
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

制
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す

べ
く
見
直
し
に
着
手
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
応
し
て
い
く
。

　

②
財
源
的
な
応
援
や
他
の

団
体
の
事
例
紹
介
や
交
流
促

進
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
が
軌
道
に
乗
り
、
か
つ
、

活
動
を
拡
充
す
る
意
欲
の
あ

る
団
体
に
は
、「
飛
騨
み
ん

　

①
本
事
業
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
課
題
は
。

　

②
本
事
業
の
趣
旨
は
、

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

自
立
に
向
け
た
支
援
と
あ
り

ま
す
。
支
援
と
自
立
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

③
地
域
の
課
題
を
行
政
と

地
域
住
民
に
よ
る
協
働
で
解

消
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
の

市
の
考
え
は
。

　
◆ 

御
手
洗
理
事
兼
企
画
部
長

　

①
市
民
自
ら
が
行
う
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
市
民
税
納
税
額
の
１
％
、

概
ね
約
１
千
万
円
を
事
業

費
と
し
、
こ
れ
ま
で
67
件
、

１
６
５
７
万
円
の
支
出
で
あ

る
。

　

こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

な
の
博
覧
会
」
へ
の
参
加
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
等
自
立
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
募
集
や
後
継
者
育
成

な
ど
組
織
力
を
上
げ
る
こ
と

も
重
要
な
自
立
と
考
え
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
も
将
来
的
に
考

え
て
い
く
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

③
飛
騨
市
の
行
政
区
は
非

常
に
強
固
で
、
小
規
模
多
機

能
自
治
そ
の
も
の
で
あ
り
、

予
算
の
財
源
は
住
民
か
ら
区

費
を
集
め
、
自
主
運
営
し
て

い
る
。

　

区
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
組

織
体
制
が
出
来
て
お
り
、
地

域
内
の
課
題
を
行
政
と
共
に

解
決
し
て
い
く
と
い
う
点
で
、

ま
さ
し
く
協
働
の
体
制
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
。

　

行
政
区
や
公
民
館
も
含
め

て
の
組
織
体
制
を
維
持
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
市
と

し
て
の
重
要
な
施
策
と
位
置

付
け
て
い
る
観
点
か
ら
、
各

行
政
区
の
課
題
に
向
き
合
い
、

区
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
必
要
と
さ
れ
る
支
援
に

注
力
し
て
い
く
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

先
日
、
福
岡
県
高
取
保
育

園
を
メ
イ
ン
に
撮
影
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
い

た
だ
き
ま
す
」を
観
ま
し
た
。

無
農
薬
野
菜
を
使
用
し
た
給

食
を
嬉
し
そ
う
に
皿
を
舐
め

な
が
ら
完
食
し
て
い
た
姿
に

は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
３
年
前
か
ら
市
内
の

ト
マ
ト
栽
培
名
人
に
指
導
を

い
た
だ
き
、
無
農
薬
栽
培
を

し
て
い
ま
す
。
無
農
薬
栽
培

は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

名
人
曰
く
、
苗
を
し
っ
か
り

作
る
事
で
病
気
に
な
り
づ
ら

く
な
り
無
農
薬
で
栽
培
で
き

る
と
の
事
で
す
。
名
人
の
指

導
に
よ
り
、
私
の
よ
う
な
素

人
で
も
ト
マ
ト
栽
培
が
で
き
、

そ
ん
な
経
験
と
映
画
と
が
繋

が
り
、子
供
達
の
食
事
、特
に

幼
少
期
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
６
歳
ま
で
の
食
事
が

脳
や
体
を
育
て
る
と
言
わ
れ
、

保
育
園
、
小
学
校
の
食
事
は

特
に
重
要
で
す
。

　

市
で
も
給
食
、
食
育
に
つ

い
て
、
子
育
て
応
援
課
や
農

林
課
、
教
育
委
員
会
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
な

る
重
点
的
な
取
り
組
み
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

給
食
費
は
親
が
支
払
う
事

は
必
要
で
す
。
給
食
費
の
免

除
は
せ
ず
、
給
食
費
に
上
乗

せ
し
て
予
算
を
投
入
し
地
元

の
食
材
を
十
分
使
い
『
飛
騨

市
に
住
ん
で
い
る
子
供
は
、

食
に
恵
ま
れ
て
い
る
。』と
言

わ
れ
る
取
り
組
み
を
期
待
し
、

市
の
予
算
を
給
食
費
へ
投
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
映
画
「
い
た
だ
き

ま
す
」を
、よ
り
多
く
の
方
に

観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市
内

各
所
で
上
映
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
◆ 

都
竹
市
長

　

学
校
給
食
は
、
と
て
も
大

切
な
も
の
だ
と
認
識
し
て
い

答

ま
す
。
ま
た
、
学
校
へ
行
く

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
声
も

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
充
実
は
、
重

要
な
テ
ー
マ
で
、
物
価
が
上

昇
し
食
材
の
高
騰
も
進
み
、

現
在
の
給
食
費
の
中
で
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
食
材

の
質
を
落
と
し
調
整
し
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
事
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
点
を
考
え
る
と

市
費
を
上
乗
せ
し
て
充
実
を

図
る
こ
と
は
良
い
案
で
、
有

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

ま
さ
に
そ
う
し
た
事
を
検
討

し
て
い
る
最
中
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
、

地
産
地
消
を
進
め
る
仕
組
み

づ
く
り
も
考
え
て
い
ま
す
が
、

食
材
を
大
量
に
そ
ろ
え
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、
地
元
生

産
者
と
仕
組
み
作
り
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

◆ 

柚
原
市
民
福
祉
部
長

　

市
内
で
、
映
画
「
い
た
だ

き
ま
す
」の
上
映
が
出
来
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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一般質問

問答

問答

飛
騨
市
の
子
供
達
の
食
の
充
実
を
目
指
し
て

小
さ
な
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業
の
評
価
と
課

題
、
及
び
支
援
と
自
立
に
つ
い
て

給
食
費
に
市
費
を
上
乗
せ
し
て
学
校
給
食
の
充

実
を
図
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る

財
源
的
な
応
援
や
拠
点
確
保
、
会
員
募
集
や
後
継
者
育
成

な
ど
組
織
力
を
上
げ
自
立
で
き
る
支
援
も
考
え
て
い
く

仲谷　丈吾 議員

徳島　純次 議員



　
◆ 

都
竹
市
長

　
◆ 

柚
原
市
民
福
祉
部
長

　
◆ 

佐
藤
病
院
管
理
室
長

　

⑴
自
治
体
病
院
の
使
命
や

実
情
を
無
視
し
た
発
表
。
医

療
圏
全
体
で
医
療
需
要
や
地

域
配
置
を
議
論
す
る
⑵
①

２
０
２
５
年
２
８
０
０
人
程

度
の
需
要
。
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
20
床
に
②
へ
き
地
医
療

　

再
編
・
統
合
報
道
の
経
緯

や
問
題
点
、
影
響
と
今
後
の

市
民
病
院
の
将
来
を
問
う
。

⑴
再
編
・
統
合
報
道
⑵
病
院

の
将
来
的
展
望
①
利
用
者
の

動
向
と
ベ
ッ
ト
数
、
機
能
の

あ
り
方
は
②
医
師
・
看
護
師

の
確
保
は
③
地
域
医
療
研
修

医
の
受
け
入
れ
は
⑶
駐
車
場

確
保
と
職
員
宿
舎
改
修
は

　

荒
廃
し
た
田
畑
が
増
え
、
里

山
が
な
く
な
り
、
森
林
が
崩
壊

し
て
い
る
。
飛
騨
市
の
宝
は

美
し
い
自
然
に
溶
け
込
ん
だ

暮
ら
し
で
す
。
自
然
を
守
る

取
り
組
み
と
自
然
を
感
じ
る

農
業
・
林
業
の
将
来
を
問
う
。

　

⑴
自
然
環
境
保
全
の
取
り

組
み
は
⑵
農
業
の
将
来
①
荒

廃
防
止
対
策
は
②
飛
騨
米
の

付
加
価
値
対
策
は
③
有
害
鳥

獣
対
策
は
④
ス
マ
ー
ト
農
業

の
進
展
は
⑤
温
暖
化
対
策
は

⑶
林
業
の
将
来
①
防
災
危
険

林
対
策
は
②
里
山
保
全
対
策

は
③
国
産
木
材
利
用
促
進
は

　
◆ 

都
竹
市
長

　

◆ 

泉
原
総
務
部
長

　
◆ 

青
垣
農
林
部
長

　

⑴
数
河
地
内
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
計
画
は
大
き
な

教
訓
を
残
し
た
。
課
題
を
解

決
し
つ
つ
条
例
化
を
検
討
⑵

拠
点
病
院
指
定
。
派
遣
希
望

者
は
義
務
年
数
が
１
年
間
短

縮
さ
れ
る
。
病
院
は
希
望
者

受
け
入
れ
で
常
勤
医
が
確
保

で
き
る
。
看
護
学
生
の
受
け

入
れ
と
採
用
活
動
展
開
③
本

年
度
36
名
、
来
年
度
は
33
名

調
整
中
⑶
近
隣
の
空
き
地
の

借
り
上
げ
も
検
討
。
研
修
医

住
宅
５
室
建
築
中
。
医
師
住

宅
は
整
備
を
検
討
す
る
。

①
制
度
活
用
や
集
落
活
動
支

援
、
補
助
金
等
で
荒
廃
地
拡

大
を
抑
制
②
「
飛
騨
米
取
扱

店
認
定
制
度
」や
「
商
品
開

発
造
成
事
業
」で
飛
騨
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
③
電
気
柵
や
柵

設
置
の
補
助
。
猪
ワ
ク
チ
ン

３
回
実
施
④
水
管
理
の
省
力

化
実
験
で
71
％
の
削
減
⑤
10

年
間
で
２
度
上
昇
。
気
候
変

動
に
応
じ
た
あ
り
方
の
対
策

検
討
⑶
①
29
年
ま
で
に
3.8
㎞

の
立
木
を
伐
採
。
今
後
３
年

間
で
4.9
㎞
を
実
施
②
森
林
・

環
境
基
金
で
山
林
整
備
事
業

実
施
。
要
望
に
よ
り
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備
や
除
間
伐

を
実
施
③
木
材
の
利
用
側
で

な
く
供
給
側
と
し
て
貢
献
す

る
。

7

一般質問

3月定例会 開催予定

問答問答
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
農
業
・
林
業

の
将
来
に
つ
い
て

飛
騨
市
民
病
院
経
営
と
医
師
・
研
修
医
の
生
活

改
善
に
つ
い
て

環
境
保
全
は
条
例
化
。
農
業
は
多
角
的
な
支
援
活
用
で

荒
廃
地
拡
大
抑
制
。
林
業
は
森
林
環
境
の
維
持
保
全
で

担
う
べ
き
役
割
の
明
確
化
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
20

床
に
。
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
指
定
で
常
勤
医
確
保

洞口　和彦 議員

飛騨市議会中継のご案内
　飛騨市議会定例会・臨時会を「飛騨市ケーブ
ルテレビ」で生中継と当日の夜に再放送しま
す。

生放送は、通常�午前10時〜（午前の会議）
　　　　　　　�午後 1時〜（午後の会議）

再放送は、午前の会議は、午後7時〜
　　　　　午後の会議は、午後9時30分〜

※ 放送の案内は、飛騨市ケーブルテレビでも
行います。

お問い合わせは、
　議会事務局（電話:0577-73-7467）まで

3月 9日（月）　本会議　開会日（議長選出）

　10日（火）　本会議

　16日（月）　�予算特別委員会（補正予算）・

本会議

　17日（火）　一般質問（1日目）

　18日（水）　一般質問（2日目）

　19日（木）　常任委員会（付託案件審査）

　23日（月）　予算特別委員会

　　　　　　　（新年度予算・1日目）

　25日（水）　予算特別委員会

　　　　　　　（新年度予算・2日目）

　26日（木）　予算特別委員会

　　　　　　　（新年度予算・3日目）

　27日（金）　本会議　閉会日

　　　　　　　（付託案件委員長報告、採決）

※変更となる場合があります

放送時間は…



が
減
っ
て
い
る
現
状
で
大
き
な
投

資
は
で
き
な
い
。

　

条
例
９
件
、指
定
管
理
４
件（
神

岡
振
興
事
務
所
１
件
・
市
民
福

祉
部
２
件
・
教
育
委
員
会
１
件
）、

そ
の
他
１
件
の
付
託
案
件
審
査

　

討
論
は
な
く
原
案
の
と
お
り
賛

成
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定

Q�

関
係
す
る
世
帯
人
員
は
。

A�

岸
奥
２
世
帯
４
人
、
野
首
８

世
帯
19
人
、
林
48
世
帯
１
２
１
人
、

牧
戸
５
世
帯
14
名
で
あ
り
、
中
央

区
と
し
て
63
世
帯
１
５
８
人
の
構

成
と
な
る
。

Q�

住
民
側
か
行
政
側
か
、
ど
ち

ら
か
ら
の
提
案
か
。

A�
地
元
区
か
ら
の
自
主
的
な
発

案
で
あ
る
。

Q�

統
合
の
理
由
は
。

A�

役
員
の
な
り
手
不
足
が
あ
る
。

Q 

中
央
区
の
大
き
さ
は
。

A�

岸
奥
か
ら
牧
戸
間
で
２
～
３

キ
ロ
で
あ
る
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の

給
与
改
定

Q 

飛
騨
市
内
の
民
間
給
与
水
準

の
動
向
は
。

A�

上
期
の
動
向
調
査
で
は
上

が
っ
て
い
る
。

Q�

６
月
と
12
月
で
期
末
手
当
割

合
が
均
等
と
な
っ
た
理
由
は
。

A�

人
事
院
勧
告
で
民
間
を
参
考

に
し
て
い
る
。

Q�

住
居
手
当
へ
の
影
響
は
。

A
67
名
に
支
給
。
う
ち
増
額
23

名
、
減
額
41
名
、
経
過
措
置
が
３

名
で
あ
る
。

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
、
宿
泊

料
の
支
給
区
分
の
見
直
し
等
に
伴

い
改
正

Q�

講
師
派
遣
時
の
旅
費
な
ど
源

Q�

新
築
移
転
し
た
場
合
、
現
在

の
朝
開
町
の
土
地
、
建
物
は
ど
う

す
る
の
か
。

A�

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
話
が
ま
と
ま
っ
た
わ
け

で
も
な
く
何
と
も
言
え
な
い
。
新

築
の
話
が
進
め
ば
、
並
行
し
て
考

え
て
い
く
。

Q�

今
回
、
飛
騨
ゆ
い
は
応
募
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
理
由
は
。

A�

聞
い
て
い
な
い
。

Q�

飛
騨
ゆ
い
の
本
社
機
能
は
、

現
在
、
ま
つ
り
会
館
と
伺
っ
て
い

る
が
、
４
月
以
降
の
事
務
所
は
。

A�

ま
だ
伺
っ
て
い
な
い
。

※
仲
谷
委
員�

除
斥

Q�

休
館
日
に
つ
い
て
伺
う
。

A�

源
泉
の
湯
量
が
少
し
減
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
は
火
曜
日
・
水
曜
日
が
休
館
と

な
る
。
こ
の
内
容
で
指
定
管
理
の

募
集
を
行
っ
た
。

Q�

ボ
イ
ラ
ー
等
の
修
繕
費
に
つ

い
て
伺
う
。

A�

風
呂
だ
け
は
や
め
な
い
で
く

れ
と
い
う
方
も
い
る
が
、
利
用
者

※
指
定
管
理
者
の
指
定　

９
件
に

つ
い
て
連
合
審
査
を
行
う

Q�

公
募
と
非
公
募
の
基
準
は
何

か
。

A�

基
本
は
公
募
で
あ
る
が
、
管

理
を
効
率
的
、
効
果
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
者
が
限
ら
れ
る
場
合

に
は
非
公
募
と
し
て
い
る
。

Q�

指
定
管
理
期
間
の
違
い
は
。

A�

基
本
は
５
年
間
。
初
回
の
指

定
管
理
は
３
年
間
。
特
に
理
由
が

あ
る
場
合
に
１
年
と
し
て
い
る
。

Q�

渓
谷
コ
ー
ス
の
安
全
対
策
は

万
全
か
。

A�

山
際
法
面
に
つ
い
て
は
、
春

に
ド
ロ
ー
ン
で
空
中
か
ら
調
査
す

る
。
通
常
は
目
視
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

Q�

減
価
償
却
費
の
内
容
は
。

A�

独
自
に
購
入
し
た
エ
ア
コ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
が
該
当
す
る
。

Q 

新
し
い
施
設
が
完
成
し
た
ら

備
品
は
ど
う
す
る
の
か
。

A�

契
約
終
了
後
撤
去
す
る
。

Q�

桜
ケ
丘
体
育
館
を
直
営
か
ら

指
定
管
理
に
し
た
理
由
は
。

A�

施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

指
導
者
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

雇
用
を
検
討
し
た
が
い
な
か
っ
た

た
め
。

Q�
利
用
料
減
免
団
体
の
取
り
扱

い
は
。

A�

免
除
の
あ
り
方
を
議
論
中
で

あ
る
。

Q�

直
売
施
設
の
道
の
駅
ア
ル
プ

古
川
へ
の
移
転
計
画
の
現
状
は
。

A�

実
現
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
て
い
る
。

8

委員会Q&A

常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

◆�

議
案
第
116
号

ロ
ス
ト
・
ラ
イ
ン
・
パ
ー
ク

◆�

議
案
第
118
号

山
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆�

議
案
第
120
号

朝
開
町
農
産
物
直
売
施
設

◆�

議
案
第
121
号

飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
館

◆�

議
案
第
122
号

ぬ
く
森
の
湯
す
ぱ
ー
ふ
る

◆�

議
案
第
123
号

古
川
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

◆�

議
案
第
106
号

飛
騨
市
行
政
区
等
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
宮
川
町
の
行
政
区
の
統
合
）

◆�

議
案
第
107
号

飛
騨
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆�

議
案
第
112
号

飛
騨
市
職
員
等
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆�

議
案
第
119
号

桜
ケ
丘
体
育
館
、釜
崎
社
会

体
育
館
、サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

神
岡
、坂
巻
公
園
野
球
場

桜ケ丘体育館に設置された筋力トレーニングマシーン

古川総合交流ターミナル施設『ホテル季古里』

総
務
・
産
業
常
任
委
員
会

�
連
合
審
査
会

総
務
常
任
委
員
会�

14
件



場
所
は
市
役
所
内
か
。

A�

薬
品
や
検
査
器
具
を
保
管
す

る
部
屋
が
必
要
と
な
る
。
吉
城
営

農
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
借
り
、
獣

医
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
市
役

所
に
て
対
応
す
る
。

Q�

畜
産
業
費
の
負
担
金
・
補
助

等
を
減
額
し
た
理
由
は
。

A�

補
助
対
象
と
な
る
頭
数
が
、

乳
用
牛
に
関
し
て
は
、
７
頭
が
死

ん
で
対
象
頭
数
が
減
っ
た
。
和
牛

は
、
計
画
通
り
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
80
頭
で
あ
る
。

Q 

県
事
業
負
担
金
で
の
主
な
工

事
は
。

A�

国
道
３
６
０
号
を
債
務
負
担

で
行
い
、
５
ヶ
年
で
精
算
予
定
。

国
道
４
７
１
号
は
、
麻
生
野
地
内

で
昨
年
か
ら
調
査
が
始
ま
り
、
工

事
は
こ
れ
か
ら
。
河
合
～
神
岡
線

は
、
調
査
委
託
で
あ
る
。

※�

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
の
関
係
で

補
正
予
算
の
追
加
上
程
が
あ
っ
た

Q�

市
内
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
利
用

実
績
は
。

A�

本
年
は
17
回
で
、
う
ち
、
古

川
で
は
３
回
使
用
。

Q�
河
川
敷
で
あ
り
、
洪
水
時
に

使
用
で
き
な
い
の
で
は
。

A�

平
成
19
年
か
ら
検
討
し
、
現

在
ま
で
に
増
水
に
よ
る
堆
積
物
で

使
用
で
き
な
い
状
況
は
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
の
み
。
水
没
は

想
定
し
、
強
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
を
考
え
て
い
る
。

Q 

安
全
性
か
ら
考
え
て
適
切
な

場
所
か
。

A�

ヘ
リ
は
有
視
界
飛
行
を
行
い
、

悪
天
候
の
場
合
は
飛
行
し
な
い
。

天
候
が
回
復
し
て
も
安
全
性
が
確

保
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
河
川
敷

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
使
用
せ
ず
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と

し
、
緊
急
時
に
対
応
す
る
。

Q�

岐
阜
県
と
富
山
県
の
共
同
運

航
で
対
応
し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
利
用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

A�

患
者
搬
送
だ
け
で
な
く
、
患

者
を
早
く
医
師
の
管
理
下
に
置
く

た
め
、
事
故
現
場
へ
の
医
師
ス

タ
ッ
フ
派
遣
を
す
る
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
。

援
の
受
給
対
象
人
数
は
。

A�

７
４
９
名
が
対
象
者
。

Q�

支
援
を
受
け
て
な
い
方
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

A�

昨
年
度
は
７
９
０
人
の
対
象

者
で
、
約
70
人
が
支
援
を
受
け
な

か
っ
た
。

Q�

し
尿
処
理
費
の
検
査
委
託
料

の
入
札
差
金
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
違

い
が
あ
る
の
か
。

A�

そ
の
時
々
の
入
札
に
よ
っ
て

２
０
０
万
円
程
の
差
金
の
場
合
も

あ
る
。

Q 

入
札
差
金
は
検
査
委
託
の
場

合
、
よ
く
あ
る
こ
と
か
。

A�

施
設
の
公
害
測
定
が
主
な
業

務
委
託
で
、
公
共
的
な
歩
掛
は
な

い
。
個
々
の
業
者
で
得
意
分
野
が

あ
り
、
入
札
で
差
金
は
生
ず
る
。

Q 

地
籍
調
査
事
業
で
８
０
０
万

円
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

A�

追
加
要
望
申
請
も
行
っ
た
が
、

最
終
的
に
当
初
申
請
額
の
約
８
割

の
交
付
決
定
だ
っ
た
。

Q�

来
年
度
の
要
望
額
は
、
今
年

度
と
比
較
し
て
ど
う
な
る
の
か
。

A�

当
初
要
望
額
は
、
ほ
ぼ
同
額

で
あ
る
。

Q�

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
が

廃
止
さ
れ
る
が
、
家
畜
診
療
所
の

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A�
謝
礼
や
旅
費
も
源
泉
徴
収
し

て
い
る
。

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
関
係
す
る
条
例
改
正

Q�

関
連
す
る
条
例
は
す
べ
て
か
。

A�

丁
寧
に
確
認
し
た
。
た
だ
し
、

被
後
見
人
へ
の
印
鑑
証
明
書
の
発

行
は
判
断
が
難
し
い
た
め
、
印
鑑

条
例
の
改
正
は
行
わ
な
い
。

　

新
築
移
転
に
伴
い
住
所
を
変
更

Q 

現
在
の
和
光
園
は
条
例
上
ど

の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
か
。

A�

県
と
協
議
中
で
３
月
議
会
に

説
明
す
る
。

　

指
定
管
理
５
件
（
農
林
部
１

件
・
商
工
観
光
部
４
件
）
の
付
託

案
件
審
査

●�

朝
開
町
農
産
物
直
売
施
設

●�

古
川
ま
つ
り
会
館

●�

ぬ
く
森
の
湯
す
ぱ
ー
ふ
る

●��

古
川
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

施
設

●��

神
岡
広
域
総
合
交
流
促
進
施

設
、
流
葉
自
然
休
養
村
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
流
葉
自
然

休
養
園
コ
テ
ー
ジ
の
指
定
管

理
者
の
指
定
。

　

討
論
は
な
く
原
案
の
と
お
り
賛

成
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定

Q 

宮
川
保
育
園
が
再
開
し
、
５

名
の
園
児
を
受
け
入
れ
る
が
、
保

育
士
は
何
名
か
。

A�

園
長
と
保
育
士
２
名
が
必
要

だ
が
、
園
長
は
兼
務
体
制
と
し
実

質
２
名
。

Q   

和
光
園
工
事
の
最
終
金
額
は
。

A�

10
億
３
５
７
７
万
円
。

Q�

入
園
・
入
学
準
備
品
購
入
支

9

委員会Q&A

予
算
特
別
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

◆�

議
案
第
114
号

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

◆�

議
案
第
115
号

飛
騨
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆�

議
案
第
125
号

一
般
会
計　

補
正
第
３
号

4月開所予定の4階建て新
和光園

ヘリポート整備予定地（古川町地内　宮川右岸河川敷）

産
業
常
任
委
員
会�

５
件

市
民
福
祉
部

環
境
水
道
部

農

林

部

基
盤
整
備
部

◆�

議
案
第
131
号

一
般
会
計　

補
正
第
４
号



●	私は仕事の資格を取ったら地元に戻って働くつもりです
●	生まれ育った古川が好きだから。古川祭が好きだから
●	 	あります。この地元の保育士に憧れて今の夢を追っている
から、必ず夢を叶えて戻ってきたい

●	 	地元を活気づけたい
●	 	ある。自分の生まれ育った、落ち着ける町だから
●	 	小さいころお世話になったお年寄りの方に今度は私が恩
返しして、介護し元気づけたいので地元に戻ります

●	 	将来は地元に戻って飛騨市で働きます。ここで保育士とし
て働きます

●	 	いつか自分の店を開きたい
●	 	あります。ほかに遊びに行くと、自分の住んでいるところ
のいいところがわかる

●	 	一応ある。親が寂しがり屋だから
●	 	あります。古川が好き。水がおいしい
●	 	戻らない。都会に出て視野を広げたいから
●	 	自分の就きたい職があるので戻らない
●	 	ない。他県より仕事の種類が少ないし、給料が安いから
●	 	残りたいと思う。地元が 1番安心できるし好きだから
●	 	戻りたい。神岡が田舎で嫌って思うときもあるけど、やっ
ぱり好きだから

●	 	飛騨が好きだし暮らしやすい環境で穏やかなので戻りた
いです

●	 	自分の住んでいる地元が好きだから
●	 	若い人が少なくなっていくのは寂しいなと思うので、戻っ
てきて地元を盛り上げられたらいいなと思っています

●	 	高齢化が進んでいるので、自分が神岡の活性化に貢献した
い

●	 	将来、地元に戻ってきて私を成長させてくれたこの地域に

恩返ししていきたいです
●	 	将来は市役所で働き、市民のために尽くすことを目標に今
勉強しているので、市民が安心、安全、楽しく、活力あふ
れる地域にすることができるよう努力します

●	 	戻るつもりはない。でも将来地元でも活躍が広がるくらい
違う場所で活動したい

●	 	地元が元気づくために仕事をしたい
●	 	わからない。しかし、一度はほかの地域に住んでみたい
●	 	地元に戻りたい。地元の祭りなどとても気に入っている

●	 	ショッピングモールなど子どもが気軽に遊べるところが
少ないと思う

●	 	もっと地域の人たちと交流ができる場所
●	 	働く場所、郊外の明かり、人材
●	 	興味を引きそうなイベントはたくさんあるのに、知らない
人が多いと思うので、ポスターや SNS を使った宣伝力が
足りないのではと思います

●	 	電車・バスの本数
●	 	交通が便利なところと不便なところの差が激しいので、何
とかしてほしい

●	 	有名人を呼んでほしい。バンドとか
●	 	駅の改札を ICカードで通りやすくしてほしい
●	 	アニメイトと映画館
●	 	地域とのかかわり
●	 	移動手段が少ないこと
●	 	駅前にコンビニがほしい
●	 	交通機関が少ない。JRを増やしてほしい
●	 	遅い時間まで営業しているスーパー
●	 	ゲームセンター、友達と遊べるところ、激安カラオケ店

◎ 将来地元に戻る思いはありますか？

◎ あなたの住んでいる街に足りないものは？

（※�複数回答）

吉城高校 神岡高校 合　計
賛　成 49 48 97
反　対 9 3 12
総　計 58 51 109

吉城高校 神岡高校 合　計
は　い 52 46 98
いいえ 6 5 11
総　計 58 51 109

吉城 神岡 合計
1 自分の意見を政治に反映させたいから 20 18 38
2 指示している政党や候補者がいるから 3 1 4
3 義務感を感じるから 27 25 52
4 その他 2 2 4

吉城 神岡 合計
1 面倒だから 2 2 4
2 自分が行っても変わらないと思うから 4 1 5
3 支持したい人がいないから 0 2 2
4 その他 0 1 1

吉城 神岡 合計
1 新聞 0 0 0
2 テレビ 3 5 8
3 街頭演説 2 1 3
4 インターネット 1 3 4
5 その他 0 0 0

吉城高校 神岡高校 合　計
18歳から 45 43 88
それ以外 12 7 19
無回答 1 1 2
総　計 58 51 109

吉城高校 神岡高校 合　計
は　い 5 7 12
いいえ 51 43 94
無回答 2 1 3
総　計 58 51 109

Q1�18 歳までに選挙権が与えられたことに賛成ですか。

Q3�選挙権を持ったら選挙に行きますか。（行きましたか。）

Q3-2�「はい」の理由に近いものはどれですか。

Q3-3�「いいえ」の理由に近いものはどれですか。

Q4-2�「はい」の場合どんな手段で情報を得ていますか。

Q2�選挙権が与えられる年齢は何歳からが適切だと思いますか。
Q4�自分の地域の候補者について調べたことはありますか。

10



1. 遊べるところ

2. コンビニ

3. 飲食店

4. ショッピングモール

5. スーパー

23

11

11

8

6

1. 遊べるところ

2. 公共交通

3. ショッピングモール

4. 飲食店

5. コンビニ

15

13

10

4

3

●	 	いろんな経験や刺激、自分がこれからもやっていきたいと
思ったことを将来の進路にしている

●	 	自分が 10 年後、どんな人間でありたいか、そこを考えた
上で進路を自分なりに考える

●	 	自分が今まで手伝ったり、経験したことの中で楽しいと思
ったり、すごいな、いいなと思ったことで決める

●	この山の中の環境をいかした高校づくりをしてください
●	高齢化社会への対策
●	若者の意見を取り入れ、もっと活発な日本にしてほしい

●	大学へ行きやすいように無償化の話も進めてほしい
●	犬、猫の殺処分が無くなるような取り組み
●	命の尊さをもっとわかってほしい

●	政治について考えるいい機会だと思う
●	 	18 歳ならではの意見が政治に反映されると思うので、と
てもいいと思います

●	よくわからないので教えてほしい
●	 	若い方の意見が社会に通ることはとてもいいことだと私
は思っています

●	 	幅広い層からの意見も必要かもしれませんが、若い人間が
しっかり考えて投票していなければ意味がないと思う

◎ あなたはどうやって進路を決めるの？

◎ 議会（社会）に望むことは？

◎ 18歳の選挙権についてどう思う？

項　目 回答数

あ　る 26

な　い 7

項　目 回答数

あ　る 18

な　い 4

わからない 1

■「ある」と思う主な理由

　●�地元で仕事がしたいから(38.5%)

　●�地元が好きだから(38.5%)

　●�地元に貢献したい、活気づけたいから(7.7%)

■「ない」と思う主な理由

　●�自分のやりたいことがない

　●�都会へ出たい

■「ある」と思う主な理由

　●�地元が好きだから(39%)

　●�地元に貢献したいから(28%)

　●�地元で仕事がしたいから(28%)

■「ない」と思う主な理由

　●�就職したい会社がない

　●�地元を離れたい

（※�複数回答）
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8月31日㈯に吉城高校。10月10日㈭に飛騨神岡高校。それぞれの文化祭開催時に、議員が各高校
へ伺いました。

その時の生徒からの意見の一部を紹介します。

◎将来地元に戻る思いはありますか？ ◎将来地元に戻る思いはありますか？

《吉城高校》 《飛騨神岡高校》

ない
21%

ない
18%

わからない
4%

ある
79%

ある
78%

あなたの住んでいる街に足りないものは？ あなたの住んでいる街に足りないものは？



昨
年
８
月
に
吉
城
高
校
、
10
月

に
飛
騨
神
岡
高
校
に
て
開
催
し

た『
お
で
か
け
市
議
会
』で
の「
将

来
地
元
に
戻
る
思
い
は
あ
り
ま
す

か
？
」と
の
問
い
に
、
あ
る
が
78
・

６
％
。
な
い
が
19
・
６
％
。「
な
い
」

の
主
な
理
由
と
し
て
就
職
し
た
い

会
社
が
な
い
。
都
会
に
出
て
視
野

を
広
げ
た
い
。
他
県
よ
り
仕
事
の

種
類
が
少
な
く
給
料
が
安
い
な
ど

が
あ
り
、
一
方
で
地
元
が
好
き
だ

か
ら
。
地
元
に
貢
献
し
た
い
。
地

元
で
仕
事
が
し
た
い
か
ら
戻
る
と

の
思
い
を
持
つ
生
徒
が
多
い
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
と
共
に
、
飛
騨

市
も
働
く
場
所
の
創
出
が
必
要
と

い
う
視
点
で
新
し
い
職
種
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
な
ど
の
誘
致
、
中
小
企
業
や

商
工
農
林
産
業
の
振
興
策
の
取
り

組
み
と
そ
の
担
い
手
の
確
保
と
育

成
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

将
来
、
地
元
飛
騨
市
に
戻
る
人

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

�

（
徳　

島　

純　

次
）

去
る
10
月
24
日(

木)

、
白
川
村

議
会
議
員
７
名
と
飛
騨
市
議
会
議

員
と
の
議
員
交
流
会
を
神
岡
町
で

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
夢
館（
茂
住
）に
於
い

て
、
東
北
大
学
准
教
授　

古
賀
真

之
先
生
よ
り「
カ
ム
ラ
ン
ド
実
験

の
近
況
」と
題
し
講
義
を
受
け
、そ

の
後
、跡
津
坑
口
か
ら
入
坑
し
、東

北
大
学
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
カ
ム
ラ
ン
ド
の
現
地
視

察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

会
場
を
ス
カ
イ
ド
ー
ム
神
岡
に

移
し
、
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
の
見
学
後
、

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

白
川
村
で
は
、今
年（
平
成
31
年

４
月
）議
員
改
選
が
あ
り
、２
名
の

方
が
新
人
議
員
と
な
り
、
初
め
て

の
協
議
会
参
加
で
、
飛
騨
市
を
少

し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、飛
騨
市
議
員
も
、小
中
一

貫
教
育
の
９
年
制
学
校
の
白
川
郷

学
園
や
世
界
遺
産
の
合
掌
造
り
白

川
郷
の
現
状
、観
光
客
の
動
向
、駐

車
場
の
問
題
な
ど
、
白
川
村
議
員

か
ら
直
接
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

夢館（茂住）にて

古賀先生よりカムランドの説明を受ける

12

編
集
後
記

インターネット映像配信
「You Tube」について

飛騨市議会では、定例会（一般質問、常任委員、
予算委員会）をインターネット（YouTube）で映像
配信しています。

映像配信は、午前・午後のそれぞれの会議ごと
に配信します。
したがって、一般質問は、議員ごとの映像では
なく、午前の一般質問、午後の一般質問として映
像配信しています。
一般質問は、午前は2人。午後は3人を基本と
し、質問者の人数や質問・答弁の時間により、午
後からの予定の質問者が、午前に変更となるな
ど、日程変更となる場合があります。
また、映像配信までに会議開催日から2〜3日か
かる場合がありますので、ご了承をお願います。

一般質問の発言者一覧表は、飛騨市議会ホーム
ページで、ご覧いただけます。

《会議録を飛騨市議会ホームページにアップ後
は、映像配信を行っていません》

飛
騨
市
・
白
川
村

�

議
員
協
議
会


